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衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也
君
提
出
八
ッ
場
ダ
ム
本
体
工
事
と
工
期
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
一
年
一
月
九
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
長
が
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
」
の
工
事
内
容
は
、
仮
締
切
工
、
ダ
ム
土
工
、
原
石
山
土

工
、
堤
体
工
、
基
礎
処
理
工
、
法
面
工
等
で
あ
り
、
そ
の
工
期
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
公
告
の
入
札
説
明
書
に
お
い
て
は
、
堤
体
上
流
面
図
等
に
お
い
て
当
該
工
事
に
よ
る
堤
体
工
の
施
工
対
象
部

分
を
示
し
て
お
り
、
施
工
対
象
部
分
か
ら
除
か
れ
た
堤
体
の
部
分
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
事
と
は
別
の
工
事
と
し
て
契
約

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
行
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
本
体
工
事
の
準
備
に
必
要
な
関

連
工
事
の
契
約
手
続
の
開
始
に
係
る
記
者
発
表
（
以
下
「
記
者
発
表
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
同
月
十
七
日
か
ら
契
約
手

続
を
開
始
す
る
工
事
と
し
て
示
し
た
も
の
は
、
「
作
業
ヤ
ー
ド
造
成
」
、
「
骨
材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
造
成
」
及
び
「
工
事
用

一



道
路
」
に
関
す
る
工
事
で
あ
る
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
が
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
工

事
の
工
事
名
及
び
工
事
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

骨
材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
造
成
工
事
（
電
子
入
札
対
象
案
件
）

八
ッ
場
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
伴
う
骨
材
製
造
設
備
の
う

ち
、
大
柏
木
地
区
に
お
け
る
基
盤
造
成
工
事

八
ッ
場
ダ
ム
本
体
左
岸
上
部
掘
削
工
事
（
電
子
入
札
対
象
案
件
）

八
ッ
場
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
伴
う
掘
削
工
事
の
う

ち
、
川
原
畑
地
区
に
お
け
る
掘
削
工
事

盛
土
造
成
地
線
改
良
工
事
（
電
子
入
札
対
象
案
件
）

八
ッ
場
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
伴
う
骨
材
製
造
設
備
の
う
ち
、
大

柏
木
地
区
に
お
け
る
工
事
用
道
路
工
事
等

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
二
の
（
二
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
本
体

左
岸
上
部
掘
削
工
事
（
電
子
入
札
対
象
案
件
）
」
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
本
体
工
事
の
準
備
に
必
要
な
作
業
ヤ
ー
ド
を
造
成
す

二



る
た
め
に
、
同
ダ
ム
の
本
体
工
事
予
定
箇
所
の
左
岸
側
の
上
部
に
お
い
て
、
掘
削
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
記
者
発
表
に
お
い
て
は
、
「
作
業
ヤ
ー
ド
造
成
」
、
「
骨
材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
造
成
」
及
び
「
工
事
用
道
路
」
に

関
す
る
工
事
の
契
約
手
続
を
開
始
す
る
旨
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
入
札
公
告
に
お
け
る
工
事
名
そ
の
も
の
を
公
表
し
た

も
の
で
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
本
体
工

事
の
準
備
に
必
要
な
関
連
工
事
を
進
め
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
現
場
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
該
関
連
工
事

等
の
契
約
手
続
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お
い
て
、
利
根
川
八
ッ
場
ダ

ム
建
設
工
事
に
係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
期
間
に
つ
い
て
は
、同
年
度
以
降
五
か
年
度
以
内
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五

三



号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」
（
昭
和
六
十
一
年
建
設
省
告
示

第
千
二
百
八
十
四
号
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
た
工
期
は
、
実
施
計
画
調
査
の
着
手
か
ら
完
成
が
予

定
さ
れ
る
時
期
ま
で
の
期
間
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
期
間
は
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
三
十
四
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
予
算
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
、
国
が
債
務
を
負
担
す
る
行
為
に
よ
り
支
出
す

べ
き
年
限
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
今
後
の
工
程
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四


